
　

本
日
の
大
会
は
３
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
第
１
部
は
福
山
市
内
の
皆
様
を
対
象
に
し

た
「
福
山
市
自
治
会
運
営
研
究
大
会
」、
第
２
部
は
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
で
活
躍
さ
れ
る
皆

様
方
を
お
招
き
し
て
開
催
す
る
「
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
研
修
会
」、
第
３
部
は
「
懇
親
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
第
１
部
で
は
、
栄
誉
あ
る
総
務
大
臣
表
彰
の
披
露
と
、
当
連
合

会
に
よ
る
功
労
者
表
彰
・
自
治
会
・
町
内
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
る
皆
様
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
長
き
に
渡
る
ご
功
績
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

令和５年度
中四国ブロック会研修会広島県福山大会 開催

会
長
あ
い
さ
つ

福
山
市
自
治
会
連
合
会

会　

長　

大
原　

博

第
１
部　

福
山
市
自
治
会
運
営
研
究
大
会

■
令
和
５
年
度
自
治
会
等
地
縁
に
よ
る

　

 

団
体
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
（
披
露
）

髙
野 

孝
行
（
御
野
）

■
福
山
市
自
治
会
連
合
会
表
彰
規
程
に
基
づ
く
表
彰

【
連
合
会
長
の
部
】
連
合
会
長
５
年
以
上

久
保　

實
（
伊
勢
丘
）

近
藤 

俊
一
（ 

西 

）

末
次　

了
（
多
治
米
）

【
自
治
会
（
町
内
会
）
長
の
部
】

    

自
治
会
（
町
内
会
）
長
10
年
以
上

稲
葉 

伸
生
（
桜
丘
）

井
上　

尚
（
旭
丘
）

児
玉 

勝
彦
（ 

南 
）

小
山 

友
康
（ 

東 

）

佐
野 

芳
久
（ 

東 
）

髙
橋 

勝
盛
（
走
島
）

中
山 

裕
次
（
坪
生
）

花
谷 

忠
厚
（ 

光 

）

羽
原　

誠 

（ 

南 

）

吉
田 
髙
浩
（ 

泉 

）

■
福
山
市
自
治
会
連
合
会
あ
け
ぼ
の
基
金
要
綱
に
基
づ
く
表
彰

【
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る

自
治
会
（
町
内
会
）
を
顕
彰
し
て
行
う
も
の
】

中
自
治
会（
柳
津
）

東
明
王
台
自
治
会
（
明
王
台
）

７
区
自
治
会（
横
島
）

下
戸
手
自
治
会
（
戸
手
）

徳
田
三
番
組
町
内
会（
湯
田
）

手
城
西
町
内
会
（
手
城
）

角
内
自
治
会（
多
治
米
）
さ
つ
き
ヶ
丘
町
内
会
（
大
谷
台
）

2 月 15 日（木）「中四国ブロック会研修会広島県福山大会」を開催いたしました。

第 1 部・第 2 部を広島県民文化センターふくやま，第３部をニューキャッスルホテルで行いました。

連合会長の部

あけぼの基金表彰

総務大臣表彰

自治会（町内会）長の部
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「
蔵
王
学
区
の
概
要
」

　

蔵
王
学
区
は
福
山
市
の
東
部
に
位

置
し
、
北
西
に
蔵
王
山
を
望
み
、
麓

に
は
令
和
３
年
に
開
校
１
５
０
年
を

迎
え
た
蔵
王
小
学
校
、
南
部
に
は
大

型
店
舗
を
有
す
る
商
業
地
域
が
ひ
ら

け
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境

に
あ
り
ま
す
。

　

蔵
王
学
区
の
発
展
は
、
昭
和
３
６

年
、
日
本
鋼
管
の
福
山
進
出
・
昭
和

４
８
年
、
国
道
１
８
２
号
線
の
供
用

開
始
・
昭
和
５
２
年
、
福
山
市
民
病

院
の
蔵
王
町
進
出
・
昭
和
５
６
年
、

人
口
増
加
に
よ
る
蔵
王
町
と
南
蔵
王

町
の
分
割
・
昭
和
６
３
年
、
山
陽
自

動
車
道
福
山
東
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
開
通
な

ど
多
く
の
恩
恵
を
享
受
し
て
、
今
や

人
口
は
、
６
５
０
０
人
・
３
０
５
０

世
帯
と
大
き
く
変
貌
し
て
い
ま
す
。

　

蔵
王
学
区
町
内
会
連
合
会
は
９
つ

の
町
内
会
で
構
成
さ
れ
、
３
２
団
体

で
構
成
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

を
は
じ
め
、
各
種
団
体
と
の
連
帯
に

よ
り
、
明
る
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

気
分
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
「
能
登

半
島
地
震
」
が
発
生
し
ま
し
た
。
い

つ
何
時
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
災
害

に
向
け
て
、
訓
練
時
の
み
な
ら
ず
、

常
日
頃
か
ら
「
備
え
は
常
に
」
を
考

え
さ
せ
ら
れ
た
出
来
事
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
地
域
活
動
の
取
組
と
し
て

気
象
予
報
士
・
防
災
士
の
勝
丸
恭
子

さ
ん
を
講
師
に
「
み
ん
な
で
減
災
」

を
テ
ー
マ
に
地
域
防
災
講
演
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
「
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
情
報
発

信
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

蔵
王
学
区
町
内
会
連
合
会

会
長
　
藤
井 

俊
昭

福
相
学
区
町
内
会
連
合
会

会
長
　
浅
賀 

哲
也

「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

　

市
の
北
西
部
に
位
置
す
る
福
相
学

区
は
、
年
々
高
齢
者
世
帯
と
空
き
家

の
増
加
が
災
害
時
に
お
け
る
地
域
課

題
の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
環
と
し
て
、
十
一
月
の

「
福
山
市
総
合
防
災
訓
練
」
に
合
わ

せ
て
学
区
独
自
の
十
一
町
内
会
合
同

の
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
消
防
署
と

消
防
分
団
の
協
力
に
よ
り
、
１
５
０

名
の
避
難
者
を
対
象
に
災
害
時
に
お

け
る
各
種
訓
練
を
行
い
、
も
し
も
の

時
に
お
け
る
意
識
向
上
に
役
立
て
ま

し
た
。

　

今
後
に
向
け
て
課
題
と
し
て
残
る

の
が
、
災
害
時
に
お
け
る
高
齢
者
の

避
難
確
認
の
難
し
さ
で
す
。

　

学
区
で
は
、
各
町
内
会
に
市
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
町
内
会

独
自
の
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
地
域
の

危
険
地
域
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
マ
ッ
プ
上
に
高
齢
世
帯
を
落
と

し
込
み
「
公
助
・
共
助
・
自
助
」
と

併
せ
て
「
隣
近
所
」
の
活
動
も
大
事

な
取
組
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
て
お

り
ま
す
。
本
年
元
旦
に
は
、
お
正
月

※
次
回
の
掲
載
は

   

本
郷
学
区
と
御
野
学
区
で
す
。

防災訓練の風景

　

主
な
事
業
は
新
年
登
山
・
新
年
互

礼
会
・
学
区
民
運
動
会
・
住
民
学
習

会
・
敬
老
会
・
文
化
祭
・
人
権
教
育

講
演
会
・
防
災
訓
練
・
花
い
っ
ぱ
い

運
動
・
あ
い
さ
つ
運
動
・
蔵
王
山
の

桜
植
栽
と
草
刈
り
作
業
・
小
学
校
支

援
活
動
ほ
か
、
学
区
全
体
の
連
帯
と

情
報
交
換
を
目
的
と
し
た
各
団
体
長

懇
親
会
、
研
修
旅
行
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
蔵
王
八
幡
神
社
秋
季
大
祭

で
は
、
蔵
王
の
は
ね
踊
り
を
子
ど
も

達
も
交
え
て
踊
り
継
ぎ
、
伝
統
文
化

の
世
代
伝
承
を
図
っ
て
い
ま
す
。

令和 5 年 蔵王八幡神社秋季大祭 はね踊り奉納の風景
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〈　あなたの税　いつもどこかで　活躍中　〉


